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研究成果の概要（和文）：本研究の目的は、第二言語習得に影響を与える要因の中で、年齢要因に焦点をあて、
英語の生成パターン習得の順序と到達度を観測することであった。生成パターンの習得と英語標準テスト
(TOEIC)で測定される英語能力との関係も分析した。海外在住経験の無い上級学習者と帰国生は、母音短縮率と
読解力には有意差が観測されず、聴解力においては有意差が示された。米国在住経験は、母音生成パターン・読
解力と聴解力に異なる影響を与えることが示唆された。また、上級学習者は、ストレスを担う母音の
compensatory shorteningの習得到達度は高かったが、弱母音の生成はより困難であることが本研究で示唆され
た。

研究成果の概要（英文）：The present study investigated the effect of living in the target language 
country and that of the age factor on the acquisition of English by Japanese learners. Four subject 
groups participated in this study: native speakers of American English, Japanese returnees who had 
lived in the U.S., proficient learners and non-proficient learners who had never lived overseas. For
 measuring listening and reading abilities, we employed official TOEIC scores. We examined ISI 
durations, stressed vowel shortening and the quality of a weak vowel. We observed significant 
differences between the returnees and the proficient learners in listening abilities and the 
production of a weak vowel, but not in reading abilities and stressed vowel shortening. We also 
observed that the age factor had an effect on the different degrees of attainment of the production 
proficiency and on listening ability of the returnees, but not on their reading ability.

研究分野： 人文学
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１．研究開始当初の背景 
(1) 第二言語習得は、様々な要因が関わる複
雑なプロセスであるが、中でも年齢要因の重
要性は認知されている。学習者の年齢要因に
関 し 、臨界 期 仮説  “The Critical Period 
Hypothesis” (CPH)によると、臨界期は思春期
（12、13 歳頃）までで、その年齢を超えた場
合、第二言語の完全な習得は不可能であり、
これは生物学的制約のためであると述べられ
ている (Lenneberg, 1967)。年齢が習得に制約
を与える重要な要因であるという理論は、 
“Sensitive Period” と か “Maturational 
Constraints” の概念として述べられることも
ある (Oyama, 1976; Snow, 1987; Flege et al., 
1999)。 
(2) 特に、学習者が母語話者レベルの発音を
どの程度身につけられるかを決定する要因と
して、第二言語学習開始年齢と海外滞在開始
年齢が報告されている (Major, 2001)。 
(3) 一方、成人学習者のなかで母語話者レベ
ルの習得を示す “successful learners” の存在
を報告している研究もある。特に臨界期を越
えては不可能であるといわれる音声言語習得
において、母語話者レベルの習得が報告され
ている  (Bongaerts, Planken & Schils, 1995; 
Bongaerts, 1999; Moyer, 1999)。これらの研究
は、習得開始年齢が早い時期でないという 
“biological disadvantages” が、学習者と文脈変
数との相互作用によって補完されうることを
示唆している。 
 
２．研究の目的 
(1) 年齢要因の中で、海外滞在開始年齢と滞
在期間の 2 要因が、英語生成パターンと
TOEIC、読解速度・語彙数標準テストで測定
される英語能力に与える影響を帰国生に関し
観測することであった。 
(2) 海外滞在経験のない一般日本人大学生の
中で英語上級学習者に関し、生成パターンと
英語聴解力・読解力、読解速度、語彙数によ
る英語能力の観点から帰国生グループと比
較・分析することであった。 
(3) 生成パターンと他の英語能力における習
得到達度との関係も分析した。 
 
３．研究の方法 
(1) 実験被験者は、成人母語話者 (AMR)と日
本人英語学習者（大学生）とした。日本人学
習者は米国滞在経験のある帰国生(RTN)とし、
米国滞在開始年齢により、以下のサブグルー
プに分類した。また、同じ被験者グループ
RTN を米国滞在期間により、サブグループに
分類した。海外経験のない日本人学習者に関
し、初級学習者と上級学習者を用意した。 
AMR: 米語成人母語話者 
RTN1: 米国滞在開始年齢 0～9 歳 
RTN2: 米国滞在開始年齢 13～17 歳 
RTN3: 米国滞在期間 1 年～2 年 
RTN4: 米国滞在期間 4 年～12 年 
PJL: 海外在住経験（3 ケ月以上の滞在）のな

い日本人一般大学生の中で上級学習者 
NJL(JPN): 海外在住経験（3 ケ月以上の滞在）

のない日本人初級学習者 
(2) 実験資料は、ストレスを担う内容語と弱
形として生成される機能語の生成パターンを
観測するための実験文と、生成のストラテジ
ーを観測するための短い談話を用意した。 
① 単語内のシラブル数が、生成パターンに与
える影響を観測するための文 
② ISI 内のシラブル数が、生成パターンに与
える影響を観測するための文 
(3) ① 上記の資料を使用し、生成実験を実施
する。各々の被験者につき、ビデオ収録と音
声収録を実施した。 
②音声資料に関し、生成データを母語話者の
データと比較・分析した。音声分析ソフト
Pratt を用い、音声波形、スペクトログラムを
作成し、習得の順序と到達度を測定した。特
にリズムパターン生成の観点からの分析を実
施した。 
③ ISI 持続時間制御については、各文につき
2 つの ISI の持続時間を測定し、ISI 2 を単位
とした ISI 1 の持続時間を計測し、各被験者の
発話速度の正規化を行った。 
④ 母音持続時間制御については、「ISI 内でス
トレスのない音節の付加に伴って、ストレス
を担う母音持続時間が短縮される英語におけ
る現象」である母音の compensatory shortening
の習得と、ストレスのない弱形の生成を観測
した。 
⑤日本人被験者グループの英語能力を公式
TOEIC により測定し、生成パターンとの関係
を分析した。 
 
４．研究成果 
(1) 被験者グループ JPN(NJL(13 名)と RTN(24
名)の TOEIC スコア（Table 1）は、多重比較
検定（Tukey-Kramer）の結果、トータルスコ
アだけでなく、リスニング・リーディングセ
クションの各スコアにおいて、有意であるこ
とが示された（p < .01）。 
Table 1. TOEIC average scores (JPN & RTN) 
Subj.   Total Listening Reading 
JPN   Average 422 ** 241 ** 181 ** 
      Range 335-505 210-280 110-250 
RTN  Average 844 460 384 
      Range 630-985 390-495 235-490 

** p < .01 
(2) RTN のサブグループである RTN1(17 名)
と RTN2(7 名)の TOEIC スコア（Table 2）は、
多重比較検定の結果、リスニングセクション
のスコアの差が有意であることが示された。 
Table 2. TOEIC average scores (RTN1 & RTN2) 
Subj.   Total Listening Reading 
RTN1  Average 867 471 ** 396 
     Range 710-985 395-495 265-490 
RTN2  Average 789 435 354 
     Range 630-955 390-465 235-490 

** p < .01 



(3) 各文につき2つの ISIの持続時間を測定し、
ISI2 を単位とした ISI1 の持続時間を計測し、
各被験者の発話速度の正規化（normalization）
を行った。リズム生成パターンに関して、音
節数が変化しない ISI2を単位とした音節数の
変化する ISI1 の持続時間は、被験者グループ
間で異なっていることが観測された。ISI1 が
同一単語内にある場合において、被験者グル
ープ AMR(13 名)と RTN1、JPN と RTN2 がそ
れぞれ類似した傾向を示した（Fig. 1）。JPN
と RTN2 の差は有意ではないことが示され、
AMR と RTN2 の差は有意であることが示さ
れた（ISI1 が 1 音節と 2 音節: p < .01）。ISI1
が単語間の場合、JPN と RTN1 に有意差が観
測された   （p < .01）。 
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Fig. 1 Durations of ISI within a word (ISI1/ISI2) 
 
(4) Fig. 2 は被験者グループ RTN1 と RTN2 に
よる単語間 ISI の場合の母音短縮率である。
ISI 内の音節数に関わらず、RTN1 と RTN2 の
両方のサブグループは AMR と類似した傾向
を示し、有意差は観測されなかった。1 音節
の ISI 内のストレスを担う母音に対する 2 音
節の ISI 内の母音持続時間の短縮率は、RTN1
の場合、平均 18%（単語内 ISI: 20%、単語間
ISI: 15%）、RTN2 の場合、平均 26%（単語内
ISI: 29%、単語間 ISI: 22%）であった。多重比
較検定の結果、RTN1 と JPN は、単語内 ISI 
が 2 音節の場合を除き、有意差が観測された 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Fig. 2 Percentages of shortening of stressed 
vowels for AMR, JPN, RTN1 and RTN2 
(comparison of vowels in a one-syllable ISI vs. 
two- and three-syllable ISIs) 
 
（単語内3音節 ISIと単語間2音節 ISI: p < .01, 

単語間 3 音節 ISI: p < .05）。被験者グループ
RTN2 と JPN に有意差が観測された（2 音節
ISI: p < .01, 3 音節 ISI: p < .05）。 
(5) 被験者グループ RTN(24 名)の TOEIC の平
均点は 844 点（630 点～985 点）であった。被
験者グループ PJL(9 名)の TOEIC の平均点は
761 点（640 点～855 点）、被験者グループ
NJL(13 名)の TOEIC の平均点は 422 点（335
点～505 点）であった。NJL と RTN、NJL と
PJL の英語能力の差違は、分散分析と多重比
較検定（Tukey-Kramer）の結果、トータルス
コアだけでなく、リスニング・リーディング
セクションの各スコアにおいて、有意である
ことが示された（p < .01）。被験者グループ
PJL は、リスニングセクションのスコアにお
いてのみRTNと有意差が観測された（p < .01）。 
 
Table 3. TOEIC scores (RTN, PJL, & NJL) 
Subject   Total Listening Reading 

RTN   Average 844 ** 460 ** 384 ** 
 **  

    Range 630-985 390-495 235-490 
PJL   Average 761 ** 399 ** 362 ** 
Range 640-855 330-450 245-440 
NJL   Average 422 241 181 
    Range 335-505 210-280 110-250 

** p < .01 
 
(6) Fig. 3 は AMR(13 名)、RTN(24 名)、PJL(9
名)とNJL(13名)による分析対象であるストレ
スを担う母音の短縮率である。1 音節の ISI
内のストレスを担う母音に対する 2 音節の
ISI 内の母音持続時間の短縮率は、AMR の場
合 21%、RTN: 18%、PJL: 21%、NJL: 7%であ
った。1 音節の ISI 内のストレスを担う母音に
対する 3 音節の ISI 内の母音持続時間の短縮
率は、AMR の場合 31%、RTN: 32%、PJL: 35%、
NJL: 17%であった。ISI 内の音節数に関わら
ず、RTN、PJL、AMR 間には有意差は観測さ
れなかった。NJL とその他 3 グループ間には、
ISI 内の音節数に関わらず、有意差が観測され
た（p < .01; 3 音節の AMR と NJL においての 
み p < .05）。 

 
Fig. 3 Percentages of shortening of target stressed 
vowels for AMR, RTN, PJL, and NJL. 
 
(7) 日本人被験者3グループのTOEIC により



測定される英語能力と、ストレスを担う母音
の短縮率という生成パターンとの関係を観察
するために、相関解析を実施した。被験者グ
ループ PJL において、母音短縮率は TOEIC
リーディングスコアと正の相関の傾向を示し
た（r = 0.446）。 

 
Fig. 4 Scatter plot of percentages of shortening of 
stressed vowels and TOEIC reading scores of  
RTN (●: r = 0.248), PJL (▲: r = 0.446), and 
NJL (■: r = -0.162). 
 
(8) 上記の結果から帰国生の米国在住開始年
齢という年齢要因が、TOEIC スコアにより測
定される英語の聴解力に著しい影響を与えて
いる要因であることが示された。一方、帰国
生の読解力に関してはこの年齢要因の影響が
観察されなかった。生成パターンに関し、ISI
の持続時間制御にのみ 2 つの帰国生サブグル
ープ間に有意差が観測された。年齢要因は、
聴解力・読解力、ISI の持続時間制御とストレ
スを担う母音の compensatory shortening に異
なる影響を与えることが示唆された。 
海外在住経験の無い上級学習者と帰国生は、
母音短縮率と読解力には有意差が観測されず、
聴解力においては有意差が示された。第二言
語としての英語習得における米国在住経験は、
母音生成パターン・読解力と聴解力に異なる
影響を与えることが示唆された。 
(9) 米国在住経験の有無が、弱母音の音質の
到達度にどのように影響するかを観測した。
具体的には、日本人帰国生と一般大学生被験
者グループを用意し、母音の中でも日本人に
とって生成が難しい母音の１つである[ɚ]に
ついて、母語話者の母音の音質への到達度を
観測した。さらに、母音生成と TOEIC により
測定される英語能力との関係も分析した。 
 被験者として、4 グループ(米語母語話者 1
グループと日本人英語学習者 3 グループ)を
用意した。米語母語話者は 14 名(AMR：男女
各 7 名)であった。日本人英語学習者は米国在
住経験のある帰国生と一般大学生で、公式
TOEIC®テストを受験した。国内生につき、
TOEIC スコアにより上級学習者と初級学習
者に分類した。英語上級学習者グループ(PJL: 
14 名) の TOEIC の平均点は 754 点、英語初
級学習者グループ(NJL: 14 名) の平均点は
432 点であった(Table 1)。帰国生は 14 名
(RTN：男女各 7 名) であり、米国在住開始年

齢は 0～9 歳、在住期間は 1 年～12 年であっ
た。RTN の TOEIC の平均点は 876 点であっ
た。NJL と RTN、NJL と PJL、また PJL と
RTN の TOEIC で測定された英語能力の差違
は、分散分析と多重比較検定(Tukey-Kramer) 
の結果、トータルスコアだけでなく、リスニ
ング・リーディングセクションの各スコアに
おいて、有意であることが示された（p < .01）。 
(10) 生成実験を実施し、ストレスのない母音
[ɚ]のフォルマント値(F1, F2)と F0値を計測し
た。実験文は 2 文であり、分析対象の母音が
語中と語末の環境を用意した。各被験者につ
いて、各文 3 回の繰り返し、6 発話を測定し
た。音声分析ソフト Praat を用い、対象母音
の F1, F2 の中央値と F0 値を測定した。F0 値
を単位とした F1/F0 値と F2/F0 値を計測し、
正規化を行った。 
 Fig. 5 は、実験文 2 文の全ての発話に関す
る 4 被験者グループの弱母音の F1/F0, F2/F0
の値をプロットしたものである。母語話者と
比べ、初級学習者の F1/F0 値は高いことが観
察される。また、上級学習者は母語話者と比
べると、F1/F0 値がやや高い傾向が観察され
る。帰国生の F1/F0 値、F2/F0 値は母語話者
の値の範囲であった。被験者グループ間には
有意差が観測された(p < .05)。 

 
Fig. 5 Formant frequencies of all tokens produced 
by four groups. 
 
(11) 分析対象の弱母音が語末にある実験文 1
に関する F1/F0, F2/F0 の値を示した(Fig. 6)。
母語話者と比べ、初級学習者の F1/F0 値は高
く、上級学習者の F1/F0 値もやや高い傾向が 

 

Fig. 6 Formant frequencies of the tokens of a 
word-final position produced by four groups. 



観測された。帰国生の場合、F1/F0 値も F2/F0 
値も母語話者と同じ傾向が観測された。 
 分析対象の弱母音が語中にある実験文 2 に
関する 4 被験者グループの F1/F0, F2/F0 の値
を示した(Fig. 7)。各被験者グループの F1/F0
値、F2/F0 値ともに、実験文 1 に観測された
同じ傾向が、実験文 2 においても観測された
(Fig. 7)。被験者グループ間に有意差が示され
た(p < .05)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
Fig. 7 Formant frequencies of the tokens of a 
word-medial position produced by four groups.  
 
(12) 日本人被験者 3 グループの TOEIC によ
り測定される英語能力と、弱母音の F1/F0 の
値で示される生成パターンとの関係を観察す
るために、相関解析を実施した。特に上級学
習者において、F1/F0 値は TOEIC リスニング
スコアと負の相関の傾向を示した。つまり、
リスニング力が高い学習者は F1/F0 値が低く、
母語話者の音質に近づいていることが観察さ
れた。 
(13) 帰国生の弱母音は、母語話者の音質への
到達度が高いことが観測された。初級学習者
は母語話者に比べ、分析対象の弱母音の調音
位置が低いことが観察された。上級学習者に
おいては、語末に比べ語中の弱母音の F1/F0
値の分散は小さく、単語内の位置の影響が観
察された。上級学習者は、ストレスを担う母
音の持続時間制御の習得到達度は高かったが、
弱母音の生成はより困難であることが本研究
で示された。 
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